
○ 単元計画（中学校）

第３学年 総合的な学習の時間指導計画
大間々町立大間々中学校 第３学年

１ 単元名「大間々町活性化プロジェクト」
～ 残そう！大間々 創（つく）ろう！大間々 ～ （全指導時数 30時間）

中学校３年 地域 ア
地域社会の現状や問題点を政治、経済、産業など、多面的、多角的な視点でとらえ、分析・判断し、自

分たちでできることを考え実践しようとする。

２ 単元設定の理由
（１）生徒の実態
本校の総合的な学習では、１年の時に、「福祉」を主テーマに、ブラインドウォークや高齢者体験、車い

す町探検などの体験学習や高齢者施設訪問、募金活動、町内清掃などのボランティア活動を通して、大間々
町における福祉の取組とそれにかかわる人々の取組について学び、自分たちにできることを考え行動できる
ようにしてきた。
２年の時は、進路と職業を主テーマに、大間々町で働く人々・職場・職業について福祉政策の現状と課題

を見いだして調べ学習を行ったり、実際に大間々町を中心とした職場体験を行い、職業と進路について考え
るとともに、職場という視点から、大間々町を見つめることができた。また、今の自分にできることを将来
を見通した視点で考え、行動するようにしてきた。
３年の１学期は、大間々町役場の議会記録をもとに大間々町の課題について学び、ほかの市町村の取組に

ついて調べる活動を行ってきた。
生徒は、体験を通した学習や書籍やコンピュータを使っての調べ学習では、学習への興味・関心も高く、

積極的に活動することができた。また、体験学習や調べ学習では、地域の人たちのふれあいを通して、話し
方や接し方についても十分ではないが学んできた。さらに、調べた事柄を、新聞やプレゼンテーションとし
てまとめて、発表する経験もしてきている。
そして、２年半の学習を通して、大間々町を学びの中心としてきた結果、生徒の町に対する関心も高まり、

郷土を愛する気持ちも育ちつつある。
しかしながら、体験活動や調べ活動に比べると、まとめて発表する活動になると生徒の意欲や関心が少し

ずつ低下してくるように感じられる。これは、一つには、体験したり調べたりすることで満足してしまい、
学習の深まりを意識できていないこと、二つ目には、まとめて発表したことがその後の学習や生活に生かさ
れている実感がもてないことなどが問題ではないかと考えられる。
また、体験活動を通して学び、生かしていこうとする学習や調べ学習をもとに、自分たちだけで課題を解

決しようとする提案を考える学習はたくさん経験してきているが、調べたり学んだことから新たに課題に気
付き、それを解決していこうといった学習や校外の専門家や有識者の方に意見を聞き、自分たちの考えをさ
らに高めていこうといった学習などの学びを深めていく経験は、少ない。
そこで、自分たちの住む大間々町の人々の意見や考えを実際に聞き、自分たちにできることを考え、地域

の人々と検討会を持ちプロジェクトを実行していこうとするねらいを持つ「大間々町活性化プロジェクト」
を取り入れることは、郷土を愛する気持ちを育て、よりよい町作りのために活動をしているといった充実感
をもたせるとともに、学びを深めていくのに有効であると考える。
四観点について
・ 町についての学習を通して、町への興味・関心はもっている。しかし、商工会や役場、町内の人々が、
どのように考えて生活しているのかという視点では、関心をもつものは少ない。また、社会の一員として
の自覚をもって、政治経済などの視点から町の現状に関心をもち、積極的に生活していこうとする意欲や
態度は十分に培われてはいない。（関心・意欲・態度）

・ 町の特長や問題点などについて、自分なりの考えや理解はあるが、それぞれについて、政治・経済・産
業・伝統などの視点をもって客観的にとらえて考える経験をしてきていない。（思考・判断）

・ コンピュータを使った調べ学習やプレゼンテーションでは、小学校より経験があり進んで取り組むこと
ができた。しかしながら、データを集積し、課題を分析するような活動の経験は少ない。必要な資料を集
めたり、重要な事柄を分かりやすく伝えるような経験も少ない。（技能・表現）

・ 町の特長や問題点などについて、自分なりの考えをもっている生徒は多い。しかし、根拠をもとに説明
することは難しい。町の人々がよりよい町作りについて考え行動していることについては、接する機会も
少なく気付くところまではできていない。（知識・理解）

（２）教師の願い
自分たちをはぐくんだ郷土「大間々」について学ぶことを通して、郷土を愛する気持ちや感謝する気持ち

を持って生活していけるようにしていきたい。また、自分たちも社会の一員として、郷土のためにできるこ
とを考え行動することを通して、自己の存在感や生きる充実感を学び、感じてほしいと考えている。
さらに、中学３年生になり、社会の状況についても学ぶことができるようになってきている生徒には、政

治や経済、産業などの視点から、現実的に物事をとらえ、よりよい社会を築いていく力を高めていきたいと
考えている。
また、来年３月には近隣の町村との合併を控えている現在、大間々町の古き良き伝統や現在のよさや町の



特長などに気付き、合併後も地域の特長を生かしていこうとする態度を育てていきたい。

３ 単元の目標と評価規準
目 ○政治や経済、産業、伝統などの視点から大間々町の特長や問題点について調べる活動を通して、町を

標 活性化するために自分たちでもできることはないかと考え、大間々町でよりよく生活できるようにする。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

評 ①政治・経済・産業・ ①町の特長や問題点を調べ ①課題解決に向け ①地域の特長や問題点に

伝統などの視点から地 る活動を通して、政治・経 て、必要とする資料 ついて理由をもとに気付

価 域の現状をとらえ、現 済・産業などの視点をもと を収集し、活用する くことができる。

実的な視点で積極的に に客観的に解決に向けての ことができる。 ②地域を支える活動の大

規 調べようとする。 新たな課題を見いだすこと ②自分たちの課題解 切さや難しさ、それらに

②地域の活性化に向け ができる。 決の具体的な方法を 取り組む人々の思いや願

準 て意欲的に考え行動し、②全国の実践例や町のデー 分かりやすく伝える いに気付くことができる。

地域への発信活動や実 タから分析し、町の特長を ことができる。 ③町を支えるためには自

践に積極的に取り組も 生かし、問題点を解決する 分を含め、多くの仲間の

うとする。 方法を自分なりに考えるこ 理解と協力が必要である

とができる。 ことを理解できる。

③自分たちで実現可能なプ

ロジェクトであるかの判断

をすることができる。

４ 学習過程と評価計画
評 価 規 準

時 学 習 活 動 支 援 （方法・内容） 関心・意 思考 技能 知識 評価資
間 欲・態度 判断 表現 理解 料
１．町の活性化という ・前単元を参考にして、大間々町の人々の視点

視点で大間々町の現状 から課題を考えるようにする。
と課題について自分た ・町の現状をとらえる方法として、インタビュ
ちにできる方法を考え、ーやアンケート、電話聞き取り調査などの方法
学級ごとに調べる。 を考えられるようにする。 ① 追究プ
① 町の人々が望んで ・町の現状をとらえるためには、商店街の人、 リント
いることや課題として 福祉にかかわる人、町のお年寄り、若い人など １

１ 考えていることは何か の対象と町の活性化という視点で福祉政策の現
を知るための方法を考 状と課題、大間々町の商店街の現状や課題、観
える。 光や町の特長などの項目を考え、調査の対象と

項目を明確にできるようにする。
・「・・・の人、百人に聞きました。」、「・・・
について百人に聞きました。」などのキャッチフ
レーズを用いて、生徒の興味を高める。
・評価基準を事前に作成して生徒に示すことで、

生徒の意欲を高めるとともに自己評価力を身に
付けるようにする。
・追究プリント１において、町の人の意見を調
べる方法が３つ以上考えることができないとき
は、今までの調査の方法を思い出せるようにす
る。また、全体での発表で気が付いたことを記
入できるようにする。

② 調査に向けて、計 ・学級内で調査項目を分担し、全体で活用でき
画を具体的に考える。 るようにする。
・学級内で、前時で考 ・調査対象によっては、事前の連絡が必要なこ

１ えた調査対象・項目を とに気付くようにする。 ① 追究プ
上げ、協力して調べる ・具体的な計画では、目的、内容、対象、理由、 リント
ことができるように分 時間、方法がしっかりととらえられるようにす ２
担する。 る。

・調査対象によっては、・目標をもち、具体的な計画を立てることがで
事前に連絡をしておく。きるように、評価基準の視点を示して、目標を

もちながら考えさせるようにする。
・準備ができれば、連絡を取るようにし、時間
がなければ休み時間や放課後を利用して連絡で
きるようにする。
・追究プリント２において、計画がうまく立て
られない生徒には、具体的な行動に視点を当て
て話し合うようにして計画を明確にできるよう
にする。



③ 町の現状と課題を ・前時で計画した調査方法で行うことができる 追究プ
調べる。 ように確認する。 ① リント
・自分の考えた対象と ・昼休みに帰りの会を実施し、午後の活動時間 ３

２ 項目について、実際に を十分に確保する。
調べる。 ・安全面や態度面に注意するようにする。

・追究プリント３では１００人を目標とするが
５０人の調査が終わらない場合は、放課後や土
日を使って調べることができるようにする。

④ 調査結果をもとに ・インタビューやアンケート結果を集計して、
大間々町の現状と課題 町の人々の願いや思いを焦点化できることに気
をまとめる。 付くようにする。 ② ① 発表資

２ ・インタビューやアン ・集計結果を分かりやすく伝えるように工夫で 料
ケート結果を集計して、きるようにする。 追究プ
町の人々の願いや思い ・例示をすることで短時間で効果的にまとめら リン
を明確にする。 れるようにする。また、ＰＣや模造紙や画用紙 ト４

などを使ってまとめることができるようにする。
追究プリント４で町の人々の願いや思いに気が
付けない場合は、調査の時の様子を振り返った
り、発表した内容の言葉に着目したりできるよ

うにする。
⑤ 調査結果を報告す ・相手に分かりやすく伝えられるように声の大
る。 きさや説明のポイントなどに注意するなどの工 ② 追究プ

１ 夫を考えて発表できるようにする。 リント
・追究プリント５においてうまく工夫ができな ５
い生徒には、各班の発表の工夫に注目して聞く
ことで自分の発表が工夫できるようにする。

２．大間々町活性化プ ・調査結果の報告をもとに、大間々町の人々の
ロジェクトを検討し、 願いや思いを焦点化して、それを解決するとい
提案書を作成する。 う視点で考えられるようにする。 追究プ
① 調査結果の報告を ・政治や産業、経済などの視点からとらえるこ ② リント
もとにして、自分たち とを確認する。 ６

１ にできるプロジェクト ・ブレーンストーミング法やＫＪ法の手法を用
を考える。 いて、たくさんの解決法を考えられるようにす

る。
・プロジェクトとして、自分たちで実現可能な
ことやどの人に働きかけるのか、いつ、どこで
何をするのかを明確にする。
・ほかの市町村の取組なども参考にする。
・追究プリント６につまずく生徒では、大間々
町の特長や長所、問題点を課題を焦点化して具
体的な方法が考えられるようにする。

② 近隣の市町村の取 ・調査計画をしっかりと立てるようにする。
組やインターネットを ・調べ学習にかかわる関連機関へ事前に連絡を 追究プ

６ 使って同じような取組 取るようにする。 ① リント
で成功している例を調 ・追究プリント７につまずく生徒には、調べ方 ７
べる。 と調べた事柄を明確にできるように分かること
・市町村へのインタビ と分からないことをはっきりさせるようにする。

ューやアンケートなど
を行う場合は、事前に
連絡を取る。
③ 調査結果をもとに ・調べたことをもとに、具体的なプロジェクト
町を活性化するプロジ の内容を検討できるようにする。 ① 追究プ
ェクトを検討し計画を ・町の特長や課題などの強みと弱みの分析を行 リント
立てる。 （よみがえ い表にまとめる。 ８前半
れ！わたらせ渓谷鉄道、・分析結果と町の人々の願いや自分たちの願い

６ 町のクリーン作戦、町 と照らし合わせることにより、より具体的なプ
の伝統を残す活動、始 ロジェクトになるようにする。 ② 追究プ
めよう！福祉ボランテ ・実現可能かという視点で、プロジェクトを検 リント
ィア、元気な町！大間 討させて、より現実的なものとする。 ８後半
々など） ・追究プリント８でアイデアが浮かばない生徒
④ 実現可能かどうか には、ブレーンストーミング法を取り入れるよ

の検討を加え、現実的 うにする。
なプロジェクトにまと ・プレゼンテーションを工夫がうまくできない
める。 生徒には、伝えたいことを明確にした絵本作り

を事前準備として取り組ませて相手に分かりや



すく伝えることができるようにする。
３．大間々町活性化プ ・商店街の人や福祉関係機関、役場、学校長な ② プレゼ
ロジェクトの実行に向 どをむかえて、自分たちのプロジェクトをプレ ンテー
けて取り組む。 ゼンテーションできるようにする。 ション

４ ① 検討会を実施し、 ・検討会では、それぞれの立場で生徒のプロジ 資料

実践計画についてのプ ェクトについて、実現可能かどうか、有効であ ②
レゼンテーションを行 るかどうかという視点で意見を述べてもらう。 振り返
い、多くの人の理解し ・プロジェクト報告書で、実現できるような具 りカー
てもらえるようにする。体的な方法ができない生徒には、資金や時間、 ド１
② 町の活性化にかか 場所などの具体的な視点をもとに経済面、政治
わる人々の話をもとに 面について考えられるようにする。
検討会を振り返り気付 ・振り返りカードがなかなか書けない生徒には、
いたことをまとめる。 今までの活動やゲストティーチャーから学んだ

ことを話し合わせて気付づけるようにする。
③ 検討会をもとにし ・前時を参考にもう一度プロジェクトの見直し
て、プロジェクトの再 を行うことを知らせる。 ③ 追究プ
検討を行う。 ・よりよいプロジェクトになるように検討を加 リント

えた上で実行に向けて準備を行うようにする。 ９
・問題点や課題が出されたプロジェクトについ

２ ては、対策や新たな方法を検討させて、課題の
解決を図るようにする。
・追究プリント９において、自分の新たな課題

④ プロジェクトの最 に気付づけない生徒に対しては、経済面や地域 ③ プロジ
終報告を行う。 への貢献度に着目して、自分のプロジェクトを ェクト

検討できるようにする。 最終報
・プロジェクト最終報告書で実現性が見られな 告書
い生徒には、具体的な取組を意識しながら机上
での話し合いを深めるようにする。

⑤ 広報活動や実践活 ・発表と行動を実際に行えるように環境を整え ② 行動の
動に取り組む。 る。 様子

４ ・実際に活動を行い、自分の活動を振り返る。 ③ 振り返
・振り返りカード２がなかなか書けない生徒に り カ
は、今までのファイルを見直して自分の行動と ード２

気付づきを再確認できるようにする。

５ 評価基準（ルーブリック）
学 習 評価 学習活動における 評価 評価基準
活 動 規準 具体的な評価規準 資料 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１）

１．大間々町のために自 関 心 大間々町の人々が 追 究 自分たちにで 自分たちに 自分たちに
分たちにできることを考 意 欲 望んでいることや プ リ きることを三 できることを できること
え、学級ごとに活動の内 ① 課題として考えて ン ト つ考えること 一つ考えるこ を考えるこ
容を決定する。 いることを知るた １ ができる。 とができる。 とができな
① 大間々町の人々が望 めにはどのように い。
んでいることや課題とし していけばよいか
て考えていることは何か を積極的に考えよ
を知るため、自分たちは うとしている。
どのようにしていけばよ
いかを考える。
② 調査に向けて、計画 技 能 調査に向けて、具 追 究 調査の対象・ 調査の対象・ 調査の方法
を具体的に考える。 表 現 体的な計画を立て プ リ 項目・方法が 項目・方法の が書かれて

① ることができる。 ン ト 明確に書かれ うち、２点に いる。
２ ている。 ついて明確に

書 か れ て い
る。

③ 大間々町の現状と課 技 能 大間々町の現状と 追 究 調査数が 50 調査数が 25 調査数が半
題を調べる。 表 現 課題を調査計画ど プ リ 以上である。 以上である。 数に満たな

① おりに調べること ン ト い。
ができる。 ３

④ 調査結果をもとに大 技 能 調べたデータをも 発 表 分かりやすく 分かりやすく 分かりやす
間々町の現状と課題をま 表 現 とに、分かりやす 資料 伝える工夫が 伝える工夫が く伝える工
とめる。 ② く伝えるように工 三つある。 二つある。 夫がある。

夫をしている。
知 識 大間々町の人々の 追 究 町の人々の願 町の人々の願 町の人々の
理 解 願いや課題に対す プ リ いや課題に対 いや課題に対 願いや課題
① る考えに気付くこ ン ト する考えに五 する考えに三 に対する考

とができる。 ４ つ気付くこと つ気付くこと えに気付く
ができる。 ができる。 ことができ

る。



⑤ 調査結果を報告する。技 能 調査結果を分かり 追 究 ・声の大きさ ・声の大きさ ・声の大き
表 現 やすく伝えること プ リ や速さなどの や速さなどの さや速さな
② ができる。 ン ト 話し方の工夫 話し方の工夫 どの話し方

５ が三つ以上で が二つできて の工夫が一
きている。 いる。 つ以下であ

る。
２．大間々町活性化プロ 思 考 地域の活性化に向 追 究 解決方法を複 解決方法を一 解決方法を
ジェクトを検討し、提案 判 断 けて、解決方法を プ リ 数考えること つ考えること 考えること
書を作成する。 ② 積極的に考えるこ ン ト ができる。 ができる。 ができない。
① 調査結果の報告をも とができる。 ６
とに、自分たちにできる
プロジェクトを考える。
② 近隣の市町村の取組 技 能 ＰＣを使ったり、 追 究 三つの方法で 二つの方法で 一つの方法
やインターネットを使っ 表現 近隣の市町村に取 プ リ 調べることが 調べることが で調べるこ
て同じような取組で成功 ① 材に言ったりして、 ン ト できる。 できる。 とができる。
している例を調べる。 調べることができ ７

る。
③ 調査結果をもとに町 思 考 活性化するプロジ 追 究 プロジェクト プロジェクト プロジェク
を活性化するプロジェク 判 断 ェクトの具体的な プ リ の具体的な特 の具体的な特 トを考える
トを検討し計画を立てる。② 特長を考えること ン ト 長を三つ考え 長を一つか二 ことができ

ができる。 ８ 前 ることができ つ考えること ない。
半 る。 ができる。

④ 実現可能かどうかの 思 考 プロジェクトが実 追 究 具体的な取組 具体的な取組 具体的な取
検討を加え、現実的なプ 判 断 現可能かどうか判 プ リ の中に予算や の中に予算や 組の中に予
ロジェクトにまとめる。 ① 断することができ ン ト 必要な手続、 必 要 な 手 続 算や必要な

る。 ８ 後 実現した姿が き、実現した 手続、実現
半 三つ明確にな ときの姿にう した姿が明

っている。 ち、一つ以上 確になって
が 明 確 で あ いない。
る。

３．大間々町活性化プロ 技 能 自分のプロジェク プレゼ 伝えるための 伝えるための 伝えるため
ジェクトの実行に向けて 表 現 トをプレゼンテー ンテー 工夫を複数使 工夫を一つ使 の工夫がな
取り組む。 ② ションをおこない、 ション って、発表し って発表して い。
① 検討会を実施し、実 分かりやすく伝え 資料 ている。 いる。
践計画についてのプレゼ ることができる。
ンテーションを行い、多 知 識 大間々町の活性化 振 り 人間社会の仕 人間社会の仕 人間社会の
くの人に理解してもらえ 理 解 に向けて、役場や 返 り 組みや人と人 組みや人と人 仕組みや人
るようにする。 ② 商工会などの人々 カ ー との関係、経 との関係、経 と人との関
② 町の活性化にかかわ の思いや願いと経 ド 済面に気付い 済面のいずれ 係、経済面
る人々の話をもとに検討 済面、政治面など ている。 かにに気付い に気付いて
会を振り返り気付いたこ の難しさに気付く ている。 いない。
とをまとめる。 ことができる。
③ 検討会をもとにして、思 考 検討会をもとに、 追 究 検討会で指摘 検討会で指摘 検討会で指
プロジェクトの再検討を 判 断 プロジェクト報告 プ リ された項目の された項目の 摘された項
行う。 ③ 書を再検討してい ン ト 見直し改善を 見直し改善を 目の見直し

る。 ９ 三 つ し て い 二 つ し て い 改善を一つ
る。 る。 している。

④ プロジェクトの最終
報告を行う。 思 考 プロジェクトの実 プロジ 実現に向けて 実現に向けて 実現に向け

判断 現に向けての最終 ェクト 具体的に計画 の 課 題 が あ ての取組が
② 報告書を作成して 最終報 を 立 て て い る。 見られない。

いる。 告書 る。
⑤ 広報活動や実践活動 関 心 町の活性化に向け 見 取 活性化に向け 活性化に向け 活性化に向
に取り組む。 意 欲 て、積極的に行動 り て、複数の解 て、一つの解 けての取組

② している。 決方法に取り 決方法に取り を行ってい
組もうとして 組もうとして ない。
いる。 いる。

知 識 町の活性化につい 振 り 町の目を向け 町の人の取組 町の人の取
理解 て、町の人の取組 返 り て、町の人の に気付く。ま 組や自分の
③ に気付き自分のこ カ ー 取 組 に 気 付 たは、これか 行動につい

れからの生き方に ド２ き、自分の行 らの自分の行 て考えるこ
ついて考える。 動を考えよう 動について考 とができな

としている。 えることがで い。
きる。


